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1　   コリント教会への手紙のアウトライン 
　A：教会の問題についての対処 
　　  (1)教会の分裂について(1章10節～4章21節) 
        (2)教会の無秩序な状態について(5章1節～6章20節) 
 
   B：教会の質問に答える 
　　  (1)クリスチャンの結婚に関する教え(7章1節～40節) 
　　  (2)クリスチャンの自由に関する教え(8章1節～10章33節) 
　　  (3)礼拝に関する教え(11章1節～14章40節) 
　　  (4)復活に関する教え(15章1節～16章24節)

「コリント教会へのパウロの手紙」を読んでみよう

　　今日の聖書箇所：2章1節～9節1

2　　今日のポイント：福音を語る力
　 (1)前回の復習 
　　　パウロは1章で、コリント教会が直面していた問題について言及しました。指導者に対する好き嫌い 
　　のゆえに分裂しかかっていた教会に福音によって一致することを叫びました。また、未信者にはばかば 
　　かしく思える福音には創造主の力・知恵・十字架のメッセージが込められている事を強調し、伝道に 
　　励むように語りました。また、教会内で誰が偉いのかといった内部問題には、もう一度救いを頂いた 
　　時を思い出し、謙遜に信仰生活を送るように指導しました。

　 (2)人間の知恵に依らず、聖霊様の力によって 
　　　　パウロは2章で、福音を伝えるのは人間の高尚な知恵ではないと語りました。それは、当時、コリ 
　　　ント教会では、優れた雄弁術を通して語る事に人気があったり、派手な話術を使って語る事を高く 
　　　評価していたからです。そのような雰囲気を見ていたパウロは、福音はそのような話術や高尚な論 
　　　法で語り、相手を納得させるようなものではなく、ただ十字架のイエス様を伝える事だと語りまし 
　　　た。1節で「福音(創造主訳)」と語られた言葉は他の聖書では「創造主の証(新改訳)」と訳していま 
　　　す。原語である古代ギリシア語ではミュステーリオンと記録されています。これは”秘密、神秘、超 
　　　次元的な領域の知識”と訳される言葉です。パウロは、創造主の秘密とも訳される福音を人間の知恵 
　　　で完全に語ろうとする働きを警戒しました。 
　　　　それよりは4節で語っているように、説得力のある雄弁な言葉ではなく、むしろ単純ながらも自ら 
　　　が経験したイエス様をパウロは語りました。それを創造主が用いてくださり、聖霊様の力によって 
　　　相手に伝わり、信じるようにと導いて下さいました。 
　　　　イエス様はマタイ28章18～20節で大宣教命令と呼ばれる有名な遺言を残して、天に帰られまし 
　　　た。「…ですから、あなたがたはあらゆる国の人々を弟子としなさい。それは出て行って、父と子 
　　　と聖霊の三位一体の創造主のお名前によってバプテスマを授け…」と語られています。この言葉の 
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　　ある神学校の学者は日本に福音が伝わらなかったのは、福音が高尚な知識としてのみ人々に伝わった 
　からだと評価した人がいました。もし、教会に通っている私たちが、福音を単なる高尚な知識として受 
　け取っているのなら、福音の本質に触れていない事になります。福音は高尚な知識に留まらず、それを信 
　じる人々を変えていく力があります。日本の教会では、福音を知識としてだけ受け入れがちですが、そ 
　れを私たちはどのようにして、まだイエス様を信じていない人々に伝える事ができるでしょうか。 
　　福音を語るのを牧師や他人任せにしていた自分がいるのなら、悔い改め、私を通して福音を伝えよう 
　とされる創造主の計画に立ち戻りましょう。

　どこにも、知識のある者が語れ、雄弁な言葉で語れとは書かれていません。福音を知った者、福音を体 
　験した者が、そのままの姿で福音を語るときに、創造主の力が与えられるのです。 
　　私が個人的に、福音伝道で感動したエピソードは２つあります。１つは、宣教旅行で訪問したインド 
　のダージリン地方のさらに山奥で伝道しておられた牧師先生の姿です。私たちが一般に考える神学校に 
　行かれた訳ではありませんでしたが、山奥の一つの小屋で熱心に祈り、そこを訪問する宣教師から聖書を 
　学び、自分の村で伝道活動をしておられました。またもう１つは、タイの子供達の姿です。毎日、聖書の 
　話をきき、95％以上がノンクリスチャンの街で福音の希望を伝え生きる姿です。福音を雄弁な誰かが 
　語ってくれるのを待っているのなら、皆さんの周りの方々にはなかなか福音は伝わらないかもしれませ 
　ん。でも、自らの言葉で福音を語り、福音に生きる時、創造主は周りの人々を変えて下さいます。 

(4)福音は創造主の知恵 
　　2章1～5節では、パウロは、福音を伝えるのは世的に考える知恵ある者だけではないと語りました。 
　福音は、雄弁さや博学によって納得させるないからです。 
　　しかし、2章6～9節では、福音はなおも「創造主の知恵」であることを語っています。それは、7節 
　でもパウロが語っているように「創造主の知恵」であり、「昔は隠されていたが、今は私たちに啓示され 
　たもの」だからです。この世の指導者は、この世で発見することができる最高の知恵や知識に触れるこ 
　とはできるでしょう。しかし、福音はそのような人間が得られる最高の知恵や知識から得られる情報で 
　はなく、創造主が私たちに示された創造主の知恵です(8節)。 
　　９節で「誰も今まで見たことも聞いたこともなく、心に思い浮かびもしなかったほど、素晴らしいも 
　のを創造主は、ご自分を愛する人たちのために、用意してくださった」と記録しています。福音を知る 
　福音を受け入れる恵みに預かった私たちは、この素晴らしい創造主の愛の贈り物を受け取った人々なの 
　です。喜び、感謝しましょう。

　　分かち合ってみましょう
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　教会共同体と記念館の為に
（１)ビジョン達成のために　 
　　①「創造をベースに、99％へ福音を」という教会のビジョンが、創造主によって祝福されますように。 　　 
　　②2021年度ビジョン「創造主を信じ、その大能の力によって強くして頂きなさい」の実現の為に。 
　　　クリスチャン一人一人が、主に繋がり、主に強められるように。 
（２）教会のため　 
　　①教会の本質的な働きー礼拝と伝道の働きの為　 
　　②教会の共同体の関係祝福のために 
　　③教会の霊的成長・成熟のために　 
　　④地域との関係　 
（３）ノアの箱船記念館のため　 
　　①ノアの箱船記念館が伝道のために、クリスチャンの信仰形成の為に用いられます様。 
　　②ノアの箱船記念館の財政の祝福、ノアの歩道の為 
（４）教役者のために 
　　①堀越葉満主事のため　②宮崎聖牧師家庭のため

（１）病にある方々の為に・平安があります様に 
　　　①豊田昌代姉　②柴田啓子姉(リハビリ)　③内田家　④吉川珠卯姉　⑤斎藤勝兄　 
　　　⑥二枝友恵姉　⑦川村澄姉　⑧キムウンジョン姉　⑨野口容子姉　⑩斉藤法子姉 
（２）教会からしばらく離れている方の為 
　　　吉川珠卯姉、吉川大空兄、﨑山彰伍兄、西村直兄、今井純子姉、今井公登兄、今井啓太さ 
　　   ん、黒田優人兄、豊田家の子供達、 
（３）次世代の為に 
　　　①日曜学校の祝福の為　 
　　　②ユースの為に(ユースの学び・恋愛結婚・職場での祝福・海外にいる若者・他住の若者) 
（４）今月の祈祷課題の方々のために 
　　　①﨑山家ーご家族皆さんの健康と信仰の守り。 
　　　②佐々木家ーマリアちゃんと一聖君の成長の為。ご夫妻の健康の為　 
　　　③柴田家ー惠香姉・皇凱兄の健康と信仰の守り。結婚の為。 
　　　④柴田啓子姉ー病からのリハビリ。進行が遅められますように。 

　教会員の為に

　伝道と宣教の為に
（１)洗礼準備・聖書の学びをされている方々のため 
　　①内田眞由美さん　②小川さん　③あさみさん　④今井啓太さん⑤小林誠さん　　 
（２）受洗後の学びをされている 
　   ①仲尾遙斗兄　②小林大悟兄　③武藤加奈姉　④小林愛実姉　 
（３）伴侶の救いの為 
　　①大西家　②小林家　③池谷家　④永井家　⑤今井(純)家　⑥吉川家　⑦千種家 
（４）伝道のためのグループ(感染から守られる様に) 
　　①レプトン　②ゴスペル・フラ　③卓レシア　④女性集会　⑤創愛クラブ　⑥クラフトカフェ　 
　　⑦ノア・パーク 
（５）ロゴス・ホープ号乗船　野口聖恵姉ー災害支援活動の為


